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日本文化や庭園史における結節点であった、中世後期の造園職能に関する研究を学位論文として一連の

研究を行った。山水河原者と呼ばれた被差別民がどのように、技術、知見を高めながら、その地位を高

めて行ったかや、石垣を積む技術の発展などを検証した。その後、同時代の人と自然、共同体と景観の

関係性などについての研究に発展し現在に至っている。
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① 北野社では清めの領域が分かれていた。

② 非人の輩が法然上人の処刑を担っている。

景観園芸研究報告

 中世民衆社会における造園職能民に関する一連の

研究では，造園デザインのルーツを探る中で，文

化や庭園における一つの結節点であった中世後期

の造園職能民の形成に関しての論証を試みた。こ

こで扱う職人階層はその「民衆」のなかでも最下

層に位置づけられていた「非農民」である。その

非人社会における階層分化の様相がいわゆる造園

職能の形成と深い関係性をもち続けてきたことが

理解された。

 まず，「造園職能民の形成・・北野社に見られる

みられる事例から」では北野社の史料に注目し，「散

所」や「河原者」などの階層がどのように造園職

能に携わったかについての検討を試みた。当時の

北野社においては，身分的職能分担が確立してい

たことを検分した。河原者，散所，在家などの各

階層はその身分的上下に応じて，清めの職能も分

化していた。

　次に「造園職能民の完成・・・善阿弥論の再検討」

の中では，職能の完成について論じるとともに，

善阿弥をもって，山水河原者の完成者或いは到達

点とみて，これまでいわれてきた善阿弥論や山水

河原者に関する論考を見直した。さまざまな史料

にみられるように，善阿弥という人物はある時は

施食の領取として集団の長の役割を果たし，ある

いは惣中を率いる頭領的存在であったことが伺わ

れる。

 さらに「造園職能民の展開・・・京都にみられる

他の事例を総合して」では，京都における他の事

例を考証した。

足利義政の東山山荘の構築に際しては，河原者は

四方に走り回る技能者として数多くの史料にで見

られる。しかし，善阿弥のような固有名詞で呼ば

れるよりも，技能者集団として階層的に確立しつ

つあった存在としてである。賃金面では，河原者

が地歩を固めて，次第により多くの対価が支払わ

れる。中世における触穢観や差別観は現代のそれ

とは異なると考えられる。

　また，「造園職能民の発展・・・近畿に見られ

る石垣を積む職能」では，坂本の穴太以外にも存

在した石積み集団に視点を広げ，近畿においてさ

まざまな戦国大名に仕えた技能集団の形成を論じた。

文献史料に留まらず，現地調査に赴き，石積みの

手法の分類を通じても諸地域の在地における技能

者集団の可能性を論証した。

　本論文は，造園職能民の形成過程を社会的な背

景も視野に入れ，その客観的掌握につとめた。賎
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④ 坂本の穴太と石積み

⑤ 泉佐野市の日根野荘園跡 ⑥ 14世紀の日根野荘園の

　 絵図

③ 河原者や散所によって

賃金が異なる　　　　

民社会の中でそれぞれの造園職能にかかわる技能

や技術が形成され，技術的な向上と社会的地歩が

確立された。さらに，組織や集団化が進む過程で

職能民が形成されてきたことが明瞭となった。

 中世後期に山水河原者が造園職能民として果たし

た役割は大きい。枯山水や日本的自然観の表出し

た表現芸術の開花として，他の文化的開花と時期

を同じく造園分野における日本化が推し進められ

た時代であった。

　一方河原者は被差別民でありながらも集団化と

長吏の形成が職能民としての自立を推し進め善阿

弥を筆頭とする何人かの優秀な芸能者としての作

庭家が輩出された。造園職能民としての位置が確

立されたのだ。河原者以外にも在家や散所などさ

まざまな土木的或いは造園的職能に携わった階層

が活躍

した。

　また，中世後期にみられる人と景観の関係性に

ついての論証を試みた。

　中世後期１６世紀に都から下向した貴族である

九条政元公の日記である，政元公「旅引付」を分

析することにより，中世の村落共同体における人々

と自然や景観の関わり方を検証した。

　水系，川については，河川やため池は耕作空間

での必需品である水の供給源として切り離せない

ものであった。文亀3年の記述では，旱魃がひどく，

水を桶に汲んで田に注いでいる。洪水によって流

れた樋を合力すなわち協力して回収したとある。

雨が降らないと犬鳴山の滝壷に鹿の骨や頭等の不

浄の物を投げ入れて，雨乞いの儀を行った。社寺

の境内は風流（ふりゅう）の場ともなった。風流

が行われる社頭は，ハレの場としての機能を備え

ていた。植物については，政元公旅引付の中では，

「引篠」という記述が随所で見られる。これは，

村落や家屋の入り口に篠を引くと神聖なところと

して，領主といえども立ち入りできないようにし

たものである。一旦，「篠を引く」という行為が

発生するとこのような日常の場も不可侵の領域と

なり，居ながらにしての逃散が成立する。

　人々は日常生活で自然景観やその要素との深い

関わりを持ち，天変地異や気候の変動に対して共

同体的連帯を持って対処してもいる。さらに，村

落内の社寺などの諸建造施設は畏敬の儀式の場を

執り行う場として重要な役割を果たしていたことや，

村落共同体を取り囲む自然景観は意味性を変えな

がら人々と関わりを持つことが検証された。人々

の生活は生業，意識，習俗，芸能を通じて自然景

観や要素と深く関係性を持っていた。そしてそれ

らとの関係性の上に成り立つ，共同体的連帯が生

活を支えていたことも確認した。

　まとめとして，中世民衆社会における村落生活

と景観要素との関係性を考察した。人々は日常生

活で自然景観やその要素との深い関わりを持ち，

天変地異や気候の変動に対して共同体的連帯を持

って対処してもいる。さらに，村落内の社寺など

の諸建造施設は畏敬の儀式の場を執り行う場とし

て重要な役割を果たしていたことや，村落共同体

を取り囲む自然景観は意味性を変えながら人々と

関わりを持つことが検証された。人々の生活は生業，

意識，習俗，芸能を通じて自然景観や要素と深く

関係性を持っていた。そしてそれらとの関係性の

上に成り立つ，共同体的連帯が生活を支えていた

ことも確認した。

例：朝倉氏庭園（福井県），秀隣寺(滋賀県)，竜安寺(京都府)，

北野神社（京都府），金地院（京都府）等
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